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令
和
２
年
度

第
67
回
千
葉
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
定
期
総
会

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
で
会
場
の
市
民
会

館
が
使
用
不
可
と
な
り
、
史
上
初
め

て
書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
休
校
に
よ
り
、
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
入
学
式
が
６
月
９
日

（
火
）
に
行
わ
れ
る
中
で
、
各
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
な
か
な
か
ス
タ
ー
ト

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

書
面
開
催
期
間
を
６
月
３
日
～
19
日

と
し
、
提
出
い
た
だ
い
た
書
面
表
決

書
を
６
月
24
日
（
水
）
に
集
約
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
大
き
な
特
徴
は
２
つ
で

す
。
ま
ず
、
予
算
案
で
４
・
５
月
分
の

会
費
の
減
免
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
計
画
で
は
、
す
で
に

全
国
研
究
大
会
等
の
中
止
が
決
ま
っ

て
お
り
、
研
修
会
や
諸
会
議
も
３
密

を
避
け
る
た
め
大
幅
な
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
実
施
も
難
し
い
と
判

断
し
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

表
決
書
集
約
の
結
果
、
令
和
元
年

度
の
事
業
・
決
算
報
告
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
千
葉
市
大
会
の
決
算
報

告
、
令
和
２
年
度
の
活
動
方
針
・
事

業
計
画
案
、
新
年
度
の
役
員
案
す
べ

て
賛
成
多
数 

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
の
適
切
対
応
を
考
え
、

会
員
の
皆
様
の
安
全
を
第
一
に
運
営

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
果
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
会　
長

　

大
塚　

義
生	

花
見
川
中
学
校	

（
花
見
川
区
）

●
副
会
長

　

西
川
由
起
子	

花
園
小
学
校	

（
花
見
川
区
）

　

江
波
戸
正
子	

山
王
小
学
校	

（
稲
毛
区
）

　

田
上　

広
美	

大
森
小
学
校	

（
中
央
区
）

　

伊
藤　

紀
行	

大
宮
中
学
校	

（
若
葉
区
）

　

江
田　

真
弓	

誉
田
東
小
学
校	

（
緑
区
）

　

髙
嶋　

輝
生	

誉
田
小
学
校	

（
美
浜（
緑
）区
）

　

古
山　

智
和	

誉
田
小
学
校	

（
校
長
会
）

　

三
橋　

通
応	

花
園
中
学
校	

（
校
長
会
）

●
会　
計

　

吉
田
由
香
里	

花
見
川
小
学
校	

（
花
見
川
区
）

●
書　
記

　

北
山
理
恵
子	

轟
町
中
学
校	

（
稲
毛
区
）

　

川
田　

文
大	

生
浜
東
小
学
校	

（
中
央
区
）

●
監　
事

　

鈴
木　

享
子	

大
宮
中
学
校	

（
若
葉
区
）

　

渡
邊　

浩
幸	

蘇
我
小
学
校	

（
校
長
会
）

●
顧　
問

　

星
野　

正
昭	

（
元
市
Ｐ
連
会
長
）

●
事
務
局

　

神
尾　

祝
子	

（
事
務
局
長
）

　

福
永
奈
津
子	

（
事
務
局
員
）

令
和
２
年
度
役
員
紹
介

定
期
総
会

定
期
総
会

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

第67回

　

会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ

り
市
Ｐ
連
の
活

動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き

続
き
会
長
の
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
的
な
脅
威
と
な
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
今

ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
学

校
は
２
ヵ
月
以
上
に
及
ぶ
休
校
と
な
り
、

今
後
の
授
業
の
進
度
や
学
校
行
事
の
開

催
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
長
期

休
校
の
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の

心
の
ケ
ア
も
必
要
で
す
。
特
に
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
新
入
生
や
卒
業
・
受

験
を
控
え
る
最
上
級
生
へ
の
処
遇
が
重

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
千
葉
市
を
襲
っ
た
台
風

の
猛
威
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
対
策
や
防

災
意
識
の
向
上
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
間

の
連
携
も
緊
急
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
保
護
者
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組

織
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安

全
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

保
護
者
・
教
職
員
・
地
域
住
民
が
と
も
に

協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
支

え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
、
現
在
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は「
３
密
」
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様

式
の
実
践
が
必
須
と
な
り
、
事
業
の
縮

小
や
見
直
し
、
会
議
方
法
の
変
更
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
役
員
の
皆
様

は
そ
の
対
応
に
大
変
苦
慮
し
な
が
ら
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
と

会
員
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に

考
え
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
何
か
お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
私
ど
も
に

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
私
た
ち
は「
育
も

う　
子
ど
も
の
心
に
夢
と
希
望
と
優
し
さ

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
環
境
を
創
り

上
げ
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
優
し
く
人

と
接
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
材
に
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
の
重
点
目
標
と
し
て
、

３
つ
の
常
置
委
員
会
の
他
に
新
た
に
特

別
委
員
会
を
設
け
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
今

日
的
課
題
へ
の
対
応
」
の
強
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
こ
こ
で
言
う「
今
日
的
課

題
」
と
は
、一
昔
前
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
で
す
。

未
加
入
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
離
れ
も
そ
の
一
つ
で

す
。
一
人
ま
た
一
校
だ
け
で
は
容
易
に

解
決
が
図
れ
な
い
こ
と
も
、
市
全
体
の

組
織
で
知
恵
を
出
し
合
い
情
報
交
換
し

な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
市
Ｐ
連
と
区
Ｐ
連
、
そ
し
て

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
と
の
距
離
を
縮

め
、
お
互
い
に
直
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
連
帯
意
識
を

持
ち
、
と
も
に
解
決
し
て
い
く
環
境
作

り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
Ｐ

連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙「
市
Ｐ
連

ち
ば
」
に
も
発
信
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
市
Ｐ
連
は「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
」
を
一
番
に
考
え
、
会
員
同
士
が

と
も
に
助
け
合
い
協
力
し
な
が
ら
活
動

を
進
め
ま
す
。
今
年
度
も
一
年
間
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
Ｐ
連
会
長

　
　
大
塚
　
義
生

千葉市 PTA 連絡協議会
【役員】

【理事】

【常置委員会】

特別委員会

理事会

事務局

千葉市PTA安全互助会

会　長 １人
副会長 ８人（うち学校代表２人）
書　記 ２人
会　計 １人
監　事 ２人（うち学校代表１人）

各区P連代表　３人
（区P会長、学校代表含む）

・役員研修及び
　研究大会記録

・市P連ちば
・広報紙コンクール

役員、理事、常置委員長

・バレーボール大会
総務委員会

総会

広報委員会 事業委員会

【役員】

各区PTA連合協議会

○○学校PTA
（単位 PTA）

代議員（各区P連代表）  ３人
各 単 位 P T A 代 表   ２人

◆◆◆◆◆◆　千葉市ＰＴＡ連絡協議会の組織　◆◆◆◆◆◆

令和2年度スローガン　“育もう  子どもの心に夢と希望と優しさを”
重点目標　PTAの今日的課題への対応

◎事務局開設時間
　　　　月曜〜金曜　10：00 〜 16：00
　　　　ご用のある方は、上記時間内にご連絡ください。
　　　　　事務局	 T E L 	（ 0 4 3 ） 2 4 5 − 5 8 6 3
	 F A X 	（ 0 4 3 ） 2 4 5 − 5 8 9 9
　　　　　〒 260-0026	 千葉市中央区千葉港 2-1
	 千葉中央コミュニティセンター 5 階
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中央区P連会長
松井　林生
（椿森中学校）

稲毛区P連会長
中山　奈津樹

（千草台東小学校）

若葉区P連会長
土屋　英一
（白井小学校）

美浜区P連会長
神成　由香里
（真砂中学校）

花見川区P連会長
中台　元

（幕張小学校）

緑区P連会長
早川　浩一
（平山小学校）

①運動部でがんばったこと
②ウォーキングなど運動する
こと
③新型コロナウィルス感染拡
大防止のため活動に制約が
かかりますが、各単位PTAの
皆様とのつながりを保ちつ
つ、よりよい活動方法を考え
ていきたいと思います。一年
間よろしくお願いいたします。

①毎日一輪車の練習をしたこと
②甘いものを食べる
③区P連の活動は初めてですが、自分
たちができることを、美浜区3校や市
P連の皆さんと楽しく活動していき
たいです。よろしくお願いします。

①良い先生方に出会えて
指導してもらえたこと
②絶叫マシンにのる。最近
は行けてないのでスポー
ツをして体を動かす。
③COVID-19（新型コロナ
ウイルス感染症）で今
年の活動は何処まで出
来るかわかりませんが
子供たちの為、親たち
の為、地域の為に今で
きることを力を合わせ
て頑張ります。

①給食のカキフライが大好物。クラス中
から集まった何十個を食べた記憶が…
その時の同級生が今や校長先生。
②オートバイ！
③今年は様々なPTA活動が制限されて
いますが、会員の意見を生かしながら
わかりやすい取組を心がけていきま
す。一年間よろしくお願いします。

①今の奥さんに出会えたこと
②ストレスを感じないので、ありま
せん！
③今年は世界的なコロナ危機の中
で、スタートがおくれてしまいま
したが、感染対策なども徹底し
ながら頑張っていきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

①片道約3キロの通学路
②ビールを飲みながら千葉ロッ
テマリーンズ試合観戦
③コロナ禍の中でスタートした
今年度ですが、そんな「今」だ
から改めて取り組むことので
きる問題の解決に、役員一丸
となって向かい合い進んでま
いります。

令和2年度区P連会長紹介

紹介します！紹介します！紹介します！ ①学校生活の思い出
②ストレス解消法
③今年度の抱負

インタビューしました！

5 月 第 67 回定期総会（書面開催）
9月 「市 P 連ちば」No.77 配布
10 月 市 P 連第 34 回研究大会　市民会館
11 月 関東ブロック研究大会とちぎ大会（縮小）
1月 2021 年新年情報交換会（予定）
2月 知ろう！話そう！ PTA ！
3月 「市 P 連ちば」No.78 配布
4月 第 45 回広報紙コンクール 審査
5月 広報担当者講習会

※事業計画は今後変更される場合があります。

 ● ● ● ●  令 和 2 年 度  市 P 連   主 な 事 業  ● ● ● ●

令
和
２
年
度

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会

代
議
員
総
会

　

令
和
２
年
度
の
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
安

全
互
助
会
代
議
員
総
会
も
市
Ｐ
連
総

会
と
同
時
に
書
面
開
催
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
６
月
以
降
で
も
加
入
申
込
を

受
け
付
け
し
、
す
べ
て
の
加
入
校
の

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
と
は
？

　

安
全
互
助
会
は
千
葉
市
Ｐ
連
加
入

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
か
入
れ
ま
せ
ん
。
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
、
保
障
内
容
が
充

実
し
た
損
害
保
険
で
す
。
ま

た
、
加
入
校
１
校
に
つ
き

４
千
円
分
が
区
Ｐ
連
に
補
助

金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（敬称略）

＊個人表彰
　花見川区P連 小川千佳子 花園中学校PTA
 千葉　恵子 花園中学校PTA
 佐藤　信吾 こてはし台中学校PTA
 田邊　幹子 こてはし台中学校PTA
 山田　治美 花見川中学校PTA
 佐々木雅美 花見川中学校PTA
　稲毛区P連 藤川　勇祐 稲毛中学校PTA
 松本　一代 轟町中学校PTA
 河原　裕美 轟町中学校PTA
　中央区P連 栗原　洋一 本町小学校PTA（元）
 泉　　重博 鶴沢小学校PTA
 杉本　景子 末広中学校PTA
 長谷川　健 末広中学校PTA
 中村　　剛 緑町中学校PTA
 橋本　浩一 蘇我中学校PTA
 石橋　有美 蘇我中学校PTA
　若葉区P連 望月　俊二 源小学校PTA
 橋口　直美 大宮中学校PTA
 矢澤　直美 大宮中学校PTA
 大橋　直美 千城台南中学校PTA

 令和元年度 千葉市PTA連絡協議会
表彰受賞者
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●第44回千葉市PTA 広報紙コンクール入賞校一覧●

企画賞は該当なし
●応募総数●　小学校：22 点　中学校：10 点　計 32 点

賞 受賞校 広報紙名
市長賞 土気中学校 PTA 土気（TOKE）

市議会議長賞 緑町小学校父母と教師の会 みどり
市教育長賞 本町小学校 PTA 本町小タイムス

市Ｐ連会長賞 稲丘小学校 PTA いながおか
緑町中学校 PTA さくら

優良賞
登戸小学校 PTA のぶと
松ケ丘中学校 PTA はぐくみ
みつわ台中学校 PTA みつわ

努力賞

鶴沢小学校 PTA ゆうづる
北貝塚小学校 PTA 北貝塚
真砂西小学校 PTA 絆
蘇我中学校 PTA いちょう
稲毛中学校 PTA 稲毛中

写真賞 誉田中学校 PTA ほまれ
レイアウト賞 葛城中学校 PTA 葛城

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
昨
年
度
末
か
ら
臨
時

休
校
や
活
動
自
粛
が
始
ま
り
、
日
々

大
変
な
中
で
広
報
紙
を
編
集
・
発
行

し
今
回
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
の

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

以
前
、
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
主
催
の
広
報
担
当
者
講
習
会
で
、

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
を
も
と
に
、「
わ
か
り

や
す
く
・
読
み
や
す
い
・
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
」
広
報
紙
を
作
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
意
識
を

し
て
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

回
も
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
専
門
審

査
員
と
し
て
一
次
審
査
を
担
当
い
た

し
ま
し
た
。
二
次
審
査
で
は
一
次
審

査
で
選
ば
れ
た
作
品
に
つ
い
て
工
夫

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
付
箋
で
コ
メ
ン
ト

を
貼
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
、
最

終
的
に
市
Ｐ
連
の
役
員
や
千
葉
市
教

育
委
員
会
担
当
の
方
々
の
協
議
に
よ

り
各
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
印
象
と
し
て
、
今
年
度

の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
は
、

昨
年
度
ま
で
に
比
べ
て
写
真
撮
影
の

レ
ベ
ル
が
か
な
り
向
上
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。「
良
い
写
真
を
撮

り
た
い
、
素
敵
な
表
情
を
残
し
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
広
報
担
当
の
方
々

の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

見
ご
た
え
の
あ
る
写
真
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

加
え
て
、
記
事
の
面
で
は
、
テ
ー

マ
と
し
て
、「
活
動
そ
の
も
の
だ
け

で
な
く
、
陰
で
働
い
て
い
る
方
々
な

ど
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
積
極
的
に

紹
介
し
よ
う
」
と
か
、「
自
分
の
学

校
の
独
自
性
を
出
し
、
今
年
の
メ
イ

ン
記
事
に
し
よ
う
」
と
か
、
企
画
を

練
り
取
材
を
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
台
風
災
害
に
関
し
て
災
害
と

い
う
テ
ー
マ
記
事
を
取
り
上
げ
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

　

広
報
紙
づ
く
り
で
は
編
集
会
議
で

の
話
し
合
い
が
重
要
で
す
。そ
の
際
、

記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
や
紙
面

割
の
構
想
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙
と
し
て
、
だ
れ
に
何
を

伝
え
た
い
の
か
、
ど
ん
な
広
報
紙
に

し
た
い
の
か
を
最
初
に
話
し
合
い
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
取
材

を
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
に
な
り
ま

す
。今
回
は
、自
分
た
ち
で
話
し
合
っ

た
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
、
読
み

手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
ど
う
す
れ
ば

伝
わ
る
の
か
工
夫
し
て
い
る
広
報
紙

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

各
校
の
広
報
の
皆
さ
ん
が
不
慣
れ

な
が
ら
も
色
々
と
思
案
さ
れ
た
こ
と

が
感
じ
ら
れ
、
審
査
は
大
変
難
し

か
っ
た
で
す
。
今
回
惜
し
く
も
選
外

と
な
っ
た
広
報
紙
も
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、ど
の
学
校
の
編
集
後
記
に
も
、

広
報
紙
づ
く
り
へ
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
次
年
度
も
、
是
非

皆
さ
ん
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
広
報

紙
づ
く
り
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

読
む
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て

作
る
と
い
う
こ
と

　
㈱
集
賛
舎　
中
村　
芳
紀

土気中学校「土気（TOKE）」
　応募出品票に書かれていた『捨てられない広報紙』『生
徒に喜んでもらえる広報紙』というコンセプト通りの仕上が
り。保存版となることでしょう。写真のアングルもレイアウト
も素晴らしいです。迫力のある写真が多く、裏表紙の生き
生きと綱引きをしている保護者の写真は秀逸で、PTA 広報
紙ならではです。ただの写真集ではありません。「会長を探
せ！」や「生徒の書写・絵画などの作品紹介」など、どのペー
ジも工夫が凝らされ内容が充実していました。このボリュー
ムに対して経費が少ないのにも驚きました。

　それぞれの記事から、取材した相手に広報部の意図を
よく伝えて取材・依頼しているのが伝わってきます。例
えば、PTA 活動に対しての校長先生のメッセージ、教職
員紹介の楽しそうなポーズでの撮影などです。そのほ
か、「実写版まちがい探し」「好きな場所ランキング」な
どの企画も面白く、発行経費もかなり節約されています。
PTA 活動の記事がもっとあるとさらに素晴らしい広報紙
になると思います。

稲丘小学校「いながおか」

第44回

緑町中学校「さくら」
　人権教育・スマホ教室など緑町中の校訓を重視した
テーマを特集として取り上げた点が目を引きます。子ど
もだけでなく大人 PTA への発信にもなっており、伝えた
い意図が明確です。表紙も目を引き、見やすさ・読みや
すさに配慮されています。また、定番となっている PTA 
NEWS（最終面）は、バザー収益の使途やパトロール、表
彰紹介など充実しています。編集後記も心に響き、「ザ、
PTA 広報紙」でした。

本町小学校「本町小タイムス」
　タイムリーに先生紹介号を出し、その後ゆっく
り特集の構想を組んで２・３号を出すアイディア
が参考になります。また PTA のページが定番とな
り、PTA やおやじの会などバックグラウンドの紹
介記事があります。自校ならではの活動紹介や、
心のバリアフリーなど掲載する記事を絞っている
ため大変読みやすい広報紙になりました。自力で
PDF を作成し業者に入稿して仕上げたご苦労が紙
面に生きています。

緑町小学校「みどり」
　応募出品票に「PTA活動の準備や後日談、父母の
協力姿勢についても取材を行った」とある通り、単
にイベント紹介だけでなく「バザー奮闘記」「各部
や地域の協力者紹介」など保護者のバックグラウン
ドにフォーカスして作成されているのがよく表れて
いる力作です。表紙のデザインの工夫が目を引くだ
けでなく、災害特集や「PTA主催サイエンスショー」
など貴校ならではのPRもあり読み応えがあります。
どこよりも PTAの活動記事が多くそれぞれにメッ
セージ性があり、PTA広報紙らしい仕上がりです。

市 長 賞

市議会議長賞

市教育長賞 市 P連会長賞
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令
和
元
年
度
、
こ
の
77
号
に
て
広
報
委
員
会
の
活
動
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
今
ま
で
、
台
風
災
害
に
コ
ロ
ナ
旋
風
と
大
変

な
状
況
で
、
な
か
な
か
集
ま
り
も
出
来
ず
バ
タ
バ
タ
と
過
ぎ

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
私
と
も
お
忙
し
い
中
、
取
材
・
執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
は
何
も
わ
か
ら
ず
不
安
し
か
な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
事
務
局
の
方
々
、
集
賛
舎
の
中
村
氏
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
活
動
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
各
区
Ｐ
連
よ
り
出
向
し
た

５
名
で
協
力
し
あ
い
、
市
Ｐ

連
の
活
動
内
容
を
分
か
り
や

す
く
、
興
味
が
湧
く
よ
う
に

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
作
成
し

ま
し
た
。

　

広
報
紙
「
市
Ｐ
連
ち
ば
」

を
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
一
同
）

◆
総
務
委
員
長　
髙
澤　
肇
男

（
葛
城
中
学
校
）

　

一
大
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
千
葉
市
大
会
を
控
え
、

「
委
員
長
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
負
け
て
就

任
す
る
の
は
悲
し
い
か
ら
、
勝
っ
た

人
が
引
き
受
け
よ
う
！
」
と
、
委
員

会
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
の
役
割
は
、来
賓
の
方
々

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
プ
起
こ
し

で
す
。
早
速
、毎
年
七
月
恒
例
の
「
知

ろ
う
！
話
そ
う
！
Ｐ
Ｔ
Ａ
！
」
で
、

予
行
演
習
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
他
校
の
現
状
や
問
題
点
、
悩
み

や
そ
の
解
決
法
な
ど
、
自
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
も
役
立
つ
情
報
交
換
が
で
き
大
変

有
意
義
で
し
た
し
、
千
葉
市
大
会
第

４
分
科
会
本
番
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、

準
備
万
端
！
だ
っ
た
の
で
す
が
…
。

　

そ
の
後
、
一
月
の
情
報
交
換
会
は
、

大
会
準
備
に
携
わ
っ
た
方
々
を
労
い
、

お
互
い
を
讃
え
あ
う
素
晴
ら
し
い
も

の
で
、
私
も
一
員
と
し
て
、
と
て
も

誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
共
に
活
動
し
て
く

だ
さ
っ
た
委
員
の
皆
様
、
理
事
の
皆

様
、
事
務
局
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
事
業
委
員
長　
橋
本　
　
亮

（
仁
戸
名
小
学
校
）

　
「
事
業
委
員
会
に
も
働
き
方
改
革

を
！
」
を
掲
げ
た
一
年
間
で
し
た
。

私
は
従
来
の
委
員
長
の
よ
う
に
、
毎

回
の
役
員
会
・
理
事
会
に
何
度
も
出

席
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
で
し

た
。
そ
こ
で
メ
ン
バ
ー
と
相
談
し
た

結
果
、『
会
議
は
分
担
し
て
出
席
。
そ

の
内
容
は
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
共
有
。

委
員
会
と
し
て
集
ま
る
と
き
は
、
決

め
る
べ
き
内
容
を
予
め
配
信
し
て
お

き
、
当
日
の
委
員
会
時
間
を
極
力
短

く
す
る
。』
と
い
う
方
針
で
活
動
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

全
員
が
共
働
き
で
様
々
な
制
約
が

あ
る
中
、「
や
る
な
ら
楽
し
く
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
一
人
一
人
が
何
を
す
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
お
互

い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
実
行
し
て
い

た
、
ま
さ
に
「O

ne team

」
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
得
る
多
く
の
人
と

の
出
会
い
は
、
貴
重
な
財
産
だ
と
思

い
ま
す
。
一
年
間
共
に
活
動
し
て
く

だ
さ
っ
た
委
員
の
皆
さ
ん
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
事
務
局
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
広
報
委
員
長　
鵜
澤　
由
美

（
千
城
台
西
中
学
校
）

　

私
は
単
Ｐ
副
会
長
二
年
目
に
市
Ｐ

連
へ
出
向
と
な
り
ま
し
た
。
経
験
者

の
方
々
か
ら
単
Ｐ
と
掛
け
持
ち
は
キ

ツ
い
よ
ー
と
言
わ
れ
、
誰
も
が
で
き

た
ら
避
け
た
い
活
動
な
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
が
、
私
は
逆
に
単
Ｐ
役
員
の

う
ち
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
だ
し
、

や
っ
て
み
た
い
！
そ
う
思
い
出
向
し

ま
し
た
。

　

最
初
は
何
も
わ
か
ら
ず
緊
張
し
ま

し
た
が
、
広
報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
達

と
協
力
し
な
が
ら
現
場
に
行
け
た
事
、

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
撮
影
出
来
た
こ

と
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
が
、

広
報
委
員
と
し
て
活
動
で
き
た
こ
と

で
沢
山
勉
強
出
来
ま
し
た
し
、
よ
り

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
を
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

活
動
を
共
に
し
た
広
報
委
員
は
じ

め
市
Ｐ
連
役
員
・
事
務
局
の
皆
さ
ん
、

広
報
紙
発
行
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆

様
へ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

常
置
委
員
会　
１
年
を
終
え
て

●
お
知
ら
せ

　

市
Ｐ
連
で
は
、
今
年
度
の
各
校
の
状

況
か
ら
、
会
費
を
減
額
し
納
入
期
限
も

10
月
末
ま
で
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
加
入
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
て
何
か
支
援
が
で

き
な
い
か
と
い
う
議
題
に
つ
い
て
、
役

員
会
や
理
事
会
で
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

お
困
り
ご
と
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
Ｐ
連
の
会
議
の
様
子

　

本
年
度
は
、
会
議
一
つ
を
と
っ
て
も

開
催
が
難
し
く
工
夫
が
必
要
な
状
況
で

す
。
市
Ｐ
連
の
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議
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中

央
コ
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ィ
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て
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密
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け
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め
、
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収
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で
き
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に
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更
し
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机
や
椅
子
を
消
毒
し
な
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ら
間

隔
を
十
分
取
っ
て
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て
い
ま
す
。

　

毎
回
役
員
会
に
は
校
長
会
代
表
や
教

育
委
員
会
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

PTA 活動自粛が続いている中でも、いま私たちが
子どもたちのために何かできることはないのでしょうか。
市内の学校で実践を始めている例を紹介します。

　ある中学校区の PTA では、小中学校一斉に任意のお願いとして
声をかけ、各家庭に２枚いただく布マスクを、大きさ等で使わな
い場合には学校で回収し活用するという取組を始めたそうです。
　回収マスクの活用方法は、マスクを忘れたり汚したりして必要になった子ども用
に保健室に備蓄する、また、子どもルームや地域の施設・団体に寄付するなどです。
子どもたちや地域で、本当に必要とする人に届け活用する手助けができればいいで
すね。

　ある学校では、学校再開にあたり、ハンドソープが不足して
おり、PTA から寄付したそうです。新型コロナウィルス感染症
クラスター防止に手洗いは不可欠であり、生徒の安全を守るた
めにも必要です。あくまでも学校と連携し、何をお手伝いすればいいのかをよく相
談しながら、新型コロナウィルス感染症拡大を防止していきたいと思います。
　こんなときだからこそ、知恵を出し力を合わせて一歩踏み出せるといいですね。

今　私たちにできること

①未使用のマスク寄付のお願い

②学校で使う消毒液・ハンドソープの購入

市
Ｐ
連
加
入
校
の
皆
さ
ん
へ

市 P連役員会の様子

日　時：2020 年 11 月 14 日（土）13：00 〜 15：00
会　場：栃木県総合文化センターサブホール（505 人収容）
参加者：関東ブロック PTA 協議会役員（各協議会会長・事務局長）

栃木県 PTA 連合会実行委員　感謝状受賞者等
形　式：全体会は式典の部を少人数で開催（80 人程度）

分科会各提案及び記念講演等はHPで動画配信
※加入校の PTA 会員の方は、提案発表や講演の動画を視聴できる予定です。
　詳しくは二次案内及び大会要項にてご確認ください。

　

本
年
度
の
と
ち
ぎ
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
例
年
通
り
の
大
会
開
催
は
難
し
く
、
以
下
の

と
お
り
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

日
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研
究
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会

と
ち
ぎ
大
会

第52回

　ペップトークは、もともとアメリカでスポー
ツの試合前に監督やコーチが選手を励ます短い
激励のスピーチです。どんな時にどんな言葉を
かけるか、その後の人生を左右することもあり
ます。
　日本を代表するアスレチックトレーナー岩﨑
由純さんがアメリカのスポーツ現場で学んだ「勇
気を与える感動のスピーチ」スポーツ現場はも
ちろん、家庭で、職場で、教育現場ですぐに実
践できる、シンプルでポジティブな言葉を使っ
たコミュニケーションです。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

一般財団法人日本ペップトーク普及協会
代表理事　岩﨑 由純 氏　

あなたは「言葉の力」を信じますか？

千葉市 PTA 連絡協議会　第 34 回研究大会
記念講演：ペップトーク

『やる気を引き出す 魔法の言葉』

※今後の状況でさらに入場制限がかかる場合や変更の可能性があります。

2020年 10月28日㊌ 9：40 ～	 全体会・PTA 活動事例発表
10：40 ～	 記念講演　

会場 千葉市民会館　 大ホール（1,000 人収容）

対象 千葉市 P 連加入校　PTA の方（役員も一般会員も歓迎です） 400 人程度

参加費 無料


